
シーカヤック体験とゴム銃作り体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館だより 
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わくわく土曜塾がスタート 

 今年度、最初の「わくわく土曜塾」

が、油谷青少年自然の家で開催され、

親子でシーカヤックとゴム銃作りを体

験しました。 

シーカヤック体験では、指導員から

オールの漕ぎ方を学んだ後、親子で協

力し、夏の油谷湾に出航しました。 
 

発行｜長門市中央公民館運営協議会 広報担当 

TEL ｜0837-23-1181  FAX｜0837-22-3648 



 
 

 

    
 

 
 

    
 
 

 

                         
 

 

                                
 

    

                            
 

       

  
                           

          

 

「
点
字
」「
手
話
」「
車
い
す
」「
ア
イ
マ
ス
ク
」 
将
来
の
趣
味
づ
く
り
に
挑
戦 

「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」 

 

９
月
５
日
（
土
）
公
民
館
を
中
心
に
「
わ
く
わ
く

子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
間
を
通

じ
て
様
々
な
講
座
を
開
設
し
、
子
ど
も
た
ち
が
「
生

涯
の
趣
味
と
出
会
う
き
っ
か
け
づ
く
り
」
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
指
導
に
あ
た
る
地
域
の
大
人
は
、

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
で
、
生
涯
教
育
の
成
果
を
発
揮
す

る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

令
和
２
年
度 

子
ど
も
ク
ラ
ブ 

 

①
囲
碁
・
将
棋 

②
は
じ
め
て
の
料
理 
③
か
ら

だ
を
動
か
そ
う 

④
華
道 

⑤
百
人
一
首 
⑥
箏

（
こ
と
）
の
６
講
座
を
開
催
。
今
年
度
は
９
～
３
月

（
１
月
を
除
く
）
の
毎
月
第
１
土
曜
日
に
活
動
。 

 

公
民
館
活
動
団
体
の
紹
介 

「長
門
フ
ロ
ー
ラ
ル
会
」 

 

私
た
ち
は
、
毎
月
２
回
、
第
１
と
第
３
の
水
曜
日
に
中

央
公
民
館
で
お
花
の
お
稽
古
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
活
動
を
始
め
て
約
15

年
に
な
り
ま
す
。
仕
事
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
お
稽
古
時
間

は
、
午
後
４
時
30

分
か
ら
２
時
間
程
度
で
す
。 

中
村
先
生
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
〝
美
し

い
花
は
よ
り
美
し
く
生
か
す
〟
を
心
に
、
お
花
と
向
き
合

い
ま
す
。 

仕
事
後
の
ひ
と
と
き
は
仲
間
と
の
楽
し
い
時
間
で
す
。 

お
花
の
好
き
な
方
、
ご
一
緒
に
活
動
さ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

活動後の生花は、毎回、公民館ロビーに展示 

★囲碁・将棋クラブ 

長門将棋クラブ・日本棋院長

門支部有志の皆さんが、基本

から戦法まで指導されます。 

★はじめての料理クラブ 

深川地区社会福祉協議会の

皆さんのご指導で、低学年の

子どもたちが料理に挑戦。 

★華道クラブ 

小原流長門桔梗会の方のご

指導で、初心者から経験者

まで生け花を楽しみます。 

★からだを動かそうクラブ 

卓球・バスケットボール・ニュ

ースポーツと、月ごとに様々

なスポーツを体験します。 

★箏（こと）クラブ 

ストゥリングスの皆さんが、初

心者・経験者それぞれに箏

を指導されます。 

★百人一首クラブ 

久保久美子永世クイーンのご

指導で、百人一首に親しみ、

競技での作法を学びます。 

 深川小学校４年生の総合的な学習では、

「ふれあいを広げよう」をテーマに、福祉体

験学習が実施されました。 

 ゲストティーチャーは、長門市社会福祉

協議会の方にお願いし、点字・手話・車い

す・アイマスク体験を行いました。 

目の不自由な人の苦労や大変さに気づ

き、相手の立場に寄り添う大切さを学ぶ、貴

重な体験学習となりました。 

〝
美
し
い
花
は 

 
 

 
 

 
 

 

よ
り
美
し
く
生
か
す
〟 



                                      

  
 
 
 

                            

 

       

                                  
 
 
 

 
 

 
 
  

 

  
 
 
 
 

                           

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
伴
い
、
開
催
延
期

に
な
っ
て
い
た
「
わ
く
わ
く
土
曜
塾
」
が
、
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

例
年
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
活
動
で
す
が
、

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
屋
外
活
動
を
中
心
に
年
内

５
回
の
活
動
と
な
り
ま
す
。
第
１
回
は
、
油
谷
青
少
年
自

然
の
家
で
「
親
子
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
ろ
う
」
を
開
催

し
、
親
子
・
地
域
ス
タ
ッ
フ
60
人
が
参
加
し
、
親
子
で

力
を
合
わ
せ
て
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
操
り
、
夏
の
海
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
ゴ
ム
銃
協
会
員
の
方
か
ら
、 

ゴ
ム
銃
作
り
を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
は
完
成
し

た
銃
で
的
当
て
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

高
齢
者
を
ね
ら
う
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と 

 
 

詐
欺
手
口
へ
の
対
処
法
を
学
ぶ 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に 

 
 

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
ゴ
ム
銃
作
り 

 

野
菜
ソ
ム
リ
エ
、
新
食
材
の
豆
知
識 

 

９
月
１５
日
（
火
）
深
川
友
愛
学
級
の
第
２
回
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
高
齢
者
を
ね
ら
う
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
と
詐
欺
手
口
へ
の
対
処
法
」
で
し
た
。 

 

講
師
を
務
め
た
の
は
、
長
門
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談

員
の
扇
谷
（
お
う
ぎ
た
に
）
さ
ん
で
す
。 

 

講
演
で
は
、
長
門
市
で
発
生
し
た
事
例
を
も
と
に
、
悪

徳
業
者
が
ど
の
よ
う
な
手
口
で
高
齢
者
を
騙
そ
う
と
し
て

い
る
か
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
多
い
事
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
の
は
、
被
害
者
の
罪
悪
感
に
つ
け
こ
ん
だ
手
口
で
す
。

具
体
的
に
は
「
お
金
を
払
わ
な
い
と
裁
判
を
起
こ
す
」
や

「
先
に
無
料
商
品
を
渡
し
て
、
次
に
高
額
商
品
を
買
わ
せ

よ
う
と
す
る
」
で
す
。 

 
詐
欺
手
口
の
被
害
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
被
害
に 

あ
っ
た
本
人
は
騙
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。 

 

分
か
ら
な
い
こ
と
は
誰
か
に
相
談
し
、
勧
誘
に
あ
っ
た

ら
左
記
の
言
葉
で
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

【
佐
藤 

顕
吾
】 

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ 

趣
味
の
世
界
の
食
べ
歩
き
を 

更
新
中 

こ
ん
に
ち
は
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
佐
藤
で
す
。

毎
月
、
季
節
の
旬
の
食
材
の
食
べ
方
や
栄
養
の
お

話
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 

 

今
月
の
お
す
す
め
の
野
菜
は 

「
ご
ぼ
う
」
で
す
。 

【
特
徴
】
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
で
は
、
古
く
か
ら

薬
用
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
日
本
に
は
縄
文
時

代
に
入
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
ぼ
う

を
食
用
と
し
て
栽
培
す
る
の
は
日
本
だ
け
で
、
日

本
の
食
文
化
と
も
言
え
ま
す
。 

【
栄
養
素
】
便
秘
予
防
の
食
物
繊
維
、
老
化
防
止

の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル 

【
選
び
方
】
萎
び
て
お
ら
ず
、
適
度
に
太
い
も
の

が
良
品
で
す
。
土
付
と
洗
い
ご
ぼ
う
が
あ
り
ま
す

が
、
土
付
の
方
が
香
り
と
保
存
性
が
高
い
で
す
。 

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】
山
口
県
で
は
「
チ
キ
ン
チ
キ

ン
ご
ぼ
う
」
が
人
気
で
す
ね
。
美
東
ご
ぼ
う
も
11
月

に
は
始
ま
り
ま
す
。 

私
が
目
利
き
し
た
野
菜
・
果
物
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
お
店
が
で
き
ま
し
た
。「
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
フ
ラ
ン
」

フ
ジ
長
門
店
の
１
階
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来

店
下
さ
い
ね
。 

 

地
域
総
が
か
り
で
子
ど
も
た
ち
の 

体
験
活
動
を
支
え
る 

 

今
年
の
わ
く
わ
く
土
曜
塾
の
テ
ー
マ
は
、「
長
門
を
知

ろ
う
」
で
す
。
魅
力
的
な
郷
土
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
故

郷
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
代
、
多
様
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

様々な体験から生きる力を養う 

◆詐欺からの勧誘を断る 

４つの言葉 

１．「お断りします」 

２．「契約はしません」 

３．「必要ありません」 

４．「いりません」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝
え
た
い
「
ふ
る
さ
と
深
川
」
シ
リ
ー
ズ
114 

 
 

鹿
児
島
壽
蔵
の
歌
碑 

～
大
谷
山
荘
の
対
岸
～ 

銃
蔵 

 

長
門
市
駅
前 

 

こ
の
歌
碑
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
『
長
門
い
し
ぶ
み
』
に
【
田
原
陶
兵

衛
宅
に
壽
蔵
自
筆
の
色
紙
が
あ
り
、
そ
の
筆
跡
で
刻
ま
れ
て
い
る
。】 

歌
碑
に
は
「
山
荘
の
そ
ば
を
流
る
ヽ
音
信
川
白
波
た
天て

ヽて

比ひ

ゞび

九く

す
が
し

さ 

壽
蔵
」
一
方
壽
蔵
自
筆
の
色
紙
に
は
「
山
荘
の
そ
ば
を
流
る
ヽ
音
信
川

白
波
た
ヽた

天で

比ひ

ゞび

九く

す
が
し
さ 

壽
蔵 

印
」 

 
 

 
 

 
 

歌
碑
は
、
本
人
自
筆
と
全
く
異
な
る
意
味
に
な
る
。 

参
考
ま
で
に
色
紙
裏
面
に
は
「
昭
和
53
年
2
月
7
日
於
三
ノ
瀬 

大
谷

山
荘 

為 

田
原
謙
次
君 

」
13
代
田
原
陶
兵
衛
氏
の
話
で
は
「
父
の
要

請
で
朱
肉
を
大
谷
山
荘
持
参
し
た
処
、
色
紙
の
裏
書
を
目
の
前
で
書
か
れ

た
」
と
い
う
。 

 

田
原
陶
兵
衛
氏
宅
に
は
、
御
母
堂
様
が
鹿
児
島
壽
蔵
に
関
す
る
資
料
を

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

 

鹿
児
島
壽
蔵
は
、
明
治
31
年
福
岡
市
で
生
ま
れ
。
紙
塑(

し
そ)

人
形
作

家
と
し
て
人
間
国
宝
で
あ
り
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

生
前
湯
本
、
俵
山
温
泉
、
三
ノ
瀬
萩
焼
窯
元
に
た
び
た
び
訪
れ
た
。 

 

壽
蔵
の
歌
碑
は
、
全
国
に
31
箇
所
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
57
年
84

歳
で
逝
去
さ
れ
る
。 

 

歌
碑
の
除
幕
は
，
昭
和
62
年
9
月
7
日
、
壽
蔵
・
陶
兵
衛
の
両
孫
達
の

手
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
大
茶
会
も
開
催
さ
れ
た
。 

 

昭
和
の
時
代
に
人
間
国
宝
の
鹿
児
島
壽
蔵
と
萩
焼
作
家
12
代
田
原
陶
兵

衛
の
文
化
人
と
し
て
の
深
い
交
流
に
感
動
す
る
。
歌
碑
は
中
国
地
方
で
は

2
つ
の
み
で
、
長
門
市
の
誇
り
で
あ
る
。 

山
口
県
地
方
史
学
会
理
事 

藤
井
文
則 

我
が
家
の
宝
子 

磯部
い そ べ

 柊
しゅう

陽
や

(2 歳) 江良区 

磯部 雄司・美絵さんの長男として、
平成３０年１月１３日に誕生。 
アンパンマンと乗り物が大好きです。

最近は、生き物図鑑を見るのに夢中にな

っています。お姉ちゃんが大好きで、い
つも真似っこをしています。いつまでも
姉弟仲良く元気に育ってね！！ 

今
月
の
う
た 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

ひ
っ
そ
り
と
君
行
く
野
辺
は
葛
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
貫 

勝
代 

 

折
鶴
も
舞
ひ
上
が
り
を
る
初
嵐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
村 

瀧
江 

一
刷
毛
の
雲
を
掬
ひ
て
か
き
氷 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
田
フ
ジ
エ 

 
 

長
門
短
歌
会 

椿
の
実
つ
や
つ
や
て
か
て
か
椿
の
実 

雨
の
日
晴
れ
の
日
つ
や
つ
や
て
か
て
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林
美
由
紀 

虫
の
音
は
涼
や
か
だ
け
ど
い
つ
ま
で
も 

眠
れ
ぬ
夜
は
耳
障
り
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
冨 

成
子 

イ
ベ
ン
ト
も
伝
統
行
事
も
な
く
な
っ
て 

メ
リ
ハ
リ
の
な
い
生
活
む
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田 

満
江 

深川地区の人口 

世帯数 6,046（-2） 

男 性 5,919（+12） 

女 性 6,838（+1） 

 計  12,757（+13） 

（R2 年 9 月 1 日現在） 

中央公民館１０月の行事予定 

3 日（土）わくわく子どもクラブ 

24 日（土）わくわく土曜塾 

  「芋掘り＆交流パーティー」 

20 日（火）長明塾（第 1 回） 

 「観光汽船から観る青海島の魅

力を女船長が語る」 岡村有菜氏 

14・28 日（水）親子でリトミック 

※18（日）開催予定の「第４０回

深川地区体育祭」は中止します。 

編
集
後
記 「

夏
か
ら
秋
へ
」 

照
り
つ
け
る
よ
う
な
日
差
し
が
、

和
ら
い
で
き
ま
し
た
。
▼
厳
し
い
暑

さ
の
夏
が
よ
う
や
く
過
ぎ
去
り
、
す

が
す
が
し
い
秋
の
魅
力
を
楽
し
む
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
▼
味
覚
の

秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
読
書
の
秋
・

紅
葉
の
秋
な
ど
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
▼
日
本
の
自
然
は
、
色
や
形
を

変
え
な
が
ら
、
私
た
ち
の
五
感
に
何

か
を
訴
え
か
け
て
い
ま
す
。
▼
小
さ

な
秋
を
見
つ
け
て
快
適
に
過
ご
し
、

四
季
の
変
化
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

田原陶兵衛宅 

保存の色紙 

「歌碑」大谷山荘対岸設置 


